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二枚貝類外套腔に棲息する橈脚類
 Ostrincola hoe の越冬期 における加 温飼育
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Ostrincola koe was reared from November (1973) to March (1974) at about
24℃ through 5 consecutive generations, each brood being kept in a beaker
containing 80 ml of natural sea water and served with the gills of a host clam, 
Tapes (Amygdala) philippinarum as food. Nauplii needed no foods to molt into 
the first copepodid stage. There were 5 naupliar and 6 copepodid stages. The 
sexes are easily distinguishable externally even at the first copepodid stage by 
the size of the maxilliped. The shortest generation time observed was 18 days. 
The survival to adult stage in each of all the generations excluding the first 
generation varied from a. minimum of 43 % in the fourth and a maximum of 54 
% in the fifth and the average survival in the whole series of the second 
through fifth generations (164 reared individuals; 19 broods) was 47 %. 
 No apparent differences in body length and number of eggs per female laid 
at a time were found among the five generations and also between the reared 
and natural copepods. 
 As only the non - ovigerous adult females winter in the natural stock of 0. 
 koe, there is no doubt that the raising of water temperature stimulated the 
growth, metamorphosis, maturation and reproduction of reared individuals.
Ostrincola koe Tanaka, 1961は アサ リ・ハマ グリなど7種 の浅海底 棲二枚 貝類 の外套腔 中に見出 され,
なかで もアサ リ中の棲 息数 が最 も多 い1)2)。 アサ リ外套腔中 の本種 の繁殖 は主 として5月 か ら11月 の間に行 わ
れ,そ の間に4世 代 が成長す る。冬季には12月,1月 に後期 のコペボデ ィッ ト幼生 および雄成体 の極 く少数 が
出現 す るほかは,ほ とん ど第5世 代 の未抱 卵の雌成体 だけが認 められ,こ れ らの雌 が4月 か ら抱卵 し,各 個体
が数回 の産卵 を行 って,こ れ らの産出卵 か らその年 の第1世 代が生 じる もの と推定 される2)3)。
前報4)で 宿主 であるアサ リの切離 した鰓片 だけ を与 えることに より成長 ・産卵 を させるこ とが可能であ るこ
とを報告 したが,そ の際 の飼育 は本種の繁殖期間 中に行われた もので野外 で採集 したアサ リから得 られた コペ
ボデ ィッ ト若 ・後期幼生 が用 い られた。その後,11月 中旬に第4世 代 と推定 され る抱卵雌 を採 集 して,約24℃
に保温 しての飼育 を行 った結果,越 冬期 に も加温 しながらアサ リの切離鰓 片 を与 えることによって産卵 が促進
され,ま た生 じた幼 生が成 長 し変態 す るこ とが判 り,こ の方法によって越冬全期間 を通 じての連続 した長期 の





































































































































































































































































































































以上 の飼育実験 の結果,ア サ リの切離 した鯛 片 を与 えることによって海 水中 で少な くとも5世 代 の累 代飼育
が可能 であること,加 温することによって,天 然 では未抱卵 の雌成体 で越冬 す る期間 に も,天 然での繁殖期 中の
飼育 の場合に劣 らぬ速 さで成長 し,産 卵 を行 うこ とができ,そ の1回 の抱卵数 は天然 の秋季 の抱卵数 とほ とん
ど同数 であること,こ の飼育法で水温が約24℃ の場 合には11月 末 か ら3月 末 まで のほぼ4ケ 月間 に5世 代 を重
ね得 る こと,こ の場合 の生残率 は50%に 達 し得 るこ とが明 らかとな った。従 って,越 冬期 の加温措置 が本種 の
成 長,変 態,成 熟および産卵を促進 する効果 を有す ることは明 らかである。
飼育 された個体が健全な成長,生 殖 を行 うか否 か を判断す るには,そ の発育速度,体 長,産 卵数等 を天然 の
それ と比較 す る必要 があ るが,本 種 の場 合には,天 然 におけ るその発育速 度の詳細 は末 だ不 明である ものの,
上記 のように,体 長お よび雌1個 体 の1回 の抱卵数 には飼育個体 と天然の個体 との間にほ とん ど差異 が認 め ら
れ ないので,こ の飼 育法は不 良な ものではない と見てよいであろ う。 この ことは,飼 育 各世代 間,と くに飼育
の初期 の第2世 代 と最終 の第5世 代 との間 に,そ の各発育段階経過 日数,抱 卵数,体 長,生 残率 に関 して顕著
な差異が認め られない ことに よって も正 しいとして良いであろ う。
従 って,実 験 室内の飼 育法 として,切 離 したアサ リの鰓片 による越 冬期 間中の加温飼 育は採用 し得る ものと
考 えられ る。
要 約
1973年11月 末 か ら1974年3月 ま で Ostrincola koe の飼育実験 を行 った。
1)約80mlの 海水 を入れ た100mlビ ー カーに本種 の1腹 の個体 を収容 し,ア サ リの切離 した鰓 片 を与 えて,
約24℃(22.1～26.20℃)の 水温 で飼育 した。
2)天 然条件で は10・11月 の本種 の卵か らは年 間の最後 の世代(第5世 代)の 個体 が孵化 し,こ れ らのうち
の雌 だけが未抱卵 のまゝ 成体 で越冬 して翌年4月 に抱卵 するのであるが,本 実験 の飼育条件 では,野 外か ら11
月18日 に採集 され た卵 か ら,3月 末 までに5世 代が連続 して生産 され た。
3)従 って加温措置 は明 らかに本種 の成長,変 態,成 熟 および産卵 を促進す る。
4)第2乃 至第5飼 育世代 の平均 生残率 は47%で,1回 の平均抱卵 数は8.6,雌 の成体 の平均体長 は1.04㎜
であった。この平均抱 卵数お よび雌 成体の体 長は原産地 の秋季のそれ らとほゞ等値 であ り,ま た飼育世代間に
発育速度,卵 数,体 長お よび生残率 に関 して顕著 な差異 は認 められなか った。
試料測定等 につ いての貴重 な協 力に対 し長崎大学 水産学部学生河内泰之 氏 に感謝 の意 を表す る。
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